
（第17166号）東 京 都 公 報令和2年8月31日（月曜日）

�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

規

則

○
東
京
都
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
人
事
部
調
査
課
）…
�

○
東
京
都
保
健
所
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
福
祉
保
健
局
保
健
政
策
部
保
健
政
策
課
）…
�

告

示

○
令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
四
百
二
十
九
号
（
令
和
二
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の

額
）
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
都
民
安
全
推
進
本
部
総
合
推
進
部
総
務
課
）…
�

○
都
市
計
画
事
業
の
認
可
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
都
市
基
盤
部
街
路
計
画
課
）…
�

○
都
営
住
宅
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
住
宅
政
策
本
部
都
営
住
宅
経
営
部
経
営
企
画
課
）…
�

○
都
営
住
宅
の
使
用
料
の
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
都
営
住
宅
の
名
称
、
位
置
、
使
用
料
等
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
都
営
改
良
住
宅
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
都
営
改
良
住
宅
及
び
都
営
再
開
発
住
宅
の
使
用
料
の
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
都
営
住
宅
の
駐
車
場
の
区
画
数
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
	

○
令
和
二
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
…
…
…
…
…
…（
産
業
労
働
局
総
務
部
職
員
課
）…
	

○
都
道
の
区
域
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
路
政
課
）…
�


○
公
有
水
面
埋
立
工
事
の
し
ゅ
ん
功
認
可
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
港
湾
局
離
島
港
湾
部
管
理
課
）…
��

○
公
有
水
面
埋
立
て
の
免
許
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
五
百
六
十
一
号
（
道
路
交
通
法
第
百
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

手
数
料
の
徴
収
委
託
）
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
警
視
庁
）…
��

公

告

○
臨
海
副
都
心
進
出
事
業
者
公
募
の
応
募
受
付
終
了
…
…
…（
港
湾
局
臨
海
開
発
部
誘
致
促
進
課
）…
��

○
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
試
験
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
下
水
道
局
）…
��

規

則

東
京
都
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
三
十
三
号

東
京
都
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
組
織
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
条
の
表
行
政
改
革
推
進
部
の
部
行
政
改
革
課
の
項
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と

す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
保
健
所
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
三
十
四
号

東
京
都
保
健
所
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
保
健
所
長
委
任
規
則
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
規
則
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
第
四
十
一
号
ヘ
中
「
第
九
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
第
十
四
条
第
十

項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
号
ネ
中
「
第
四
項
ま
で
」
を
「
第
三
項
ま
で
及
び
第
五

項
」
に
改
め
、
同
号
中
キ
を
ユ
と
し
、
ナ
か
ら
サ
ま
で
を
ラ
か
ら
キ
ま
で
と
し
、
ネ
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。



令和2年8月31日（月曜日）東 京 都 公 報（第17166号） ２

名

称

位

置

構
造
及
び
規
模

戸

数

第
２
寺
島
ア
パ
ー
ト

（
１
、
２
号
棟
）

墨
田
区
堤
通
一
丁
目
十
八
番

中
層
耐
火

三
四
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

八
四
戸

坂
下
一
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
４
号
棟
）

板
橋
区
坂
下
一
丁
目
十
番

同
右

三
六
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

四
〇
戸

坂
下
一
丁
目
ア
パ
ー
ト

同
右

同
右

三
六
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル

一
〇
戸

ナ

法
第
六
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
、
化
粧
品
、
医
療
機
器
若
し

く
は
再
生
医
療
等
製
品
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
若
し
く
は
輸
入
し
た
者
又
は
法
第
五
十
六
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
確
認
の
手
続
に
係
る
関
係
者
に
対
す
る
報
告
の
徴
収
並
び
に
当
該
者

の
試
験
研
究
機
関
、
医
療
機
関
、
事
務
所
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
対
す
る
立
入
り
、
帳
簿
書
類

そ
の
他
の
物
件
の
検
査
、
従
業
員
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
す
る
質
問
及
び
収
去

第
二
条
中
「
及
び
ウ
」
を
「
、
ナ
及
び
ヰ
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
二
十
一
号

令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
四
百
二
十
九
号
（
令
和
二
年
度
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の
額
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

「日
額

（
７.７５時

間
勤
務
）
８,１４０円

に
改
め
る
。

（
６時
間
勤
務
）

６,３００円

表
中
「日

額
８,１４０円

」
を

（
４時
間
勤
務
）

４,２００円

（
３時
間
勤
務
）

３,１５０円

」

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
二
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
東
村
山
都
市

計
画
道
路
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す

る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

東
久
留
米
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
村
山
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
二
十
一
号
小
平
久
留
米
線
及
び
東
村

山
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
十
三
号
練
馬
東
村
山
線

三

事
業
施
行
期
間

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

東
久
留
米
市
小
山
二
丁
目
、
小
山
四
丁
目
及
び
本
町
二
丁
目
各
地
内

使
用
の
部
分

東
久
留
米
市
小
山
二
丁
目
地
内

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
二
十
三
号

次
の
一
般
都
営
住
宅
を
廃
止
し
た
の
で
、
東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七

号
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17166号）東 京 都 公 報令和2年8月31日（月曜日）３
◉
東
京
都
告
示
第
千
百
二
十
四
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
都
営
住
宅
の
使
用
料
を
次
の

よ
う
に
変
更
し
、
令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

（
６
号
棟
）

葛
飾
宝
町
ア
パ
ー
ト

（
１
号
棟
）

葛
飾
区
宝
町
二
丁
目
二
十
七
番

同
右

三
一
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

三
〇
戸

矢
川
北
ア
パ
ー
ト

（
３
、
４
、
１４
号
棟
）

国
立
市
富
士
見
台
四
丁
目
十
七
番

同
右

三
七
・
七
平
方
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
戸

矢
川
北
ア
パ
ー
ト

（
１２
、
１３
号
棟
）

同
右

同
右

三
五
・
七
平
方
メ
ー
ト
ル

七
〇
戸

矢
川
北
ア
パ
ー
ト

（
１９
号
棟
）

同
右

同
右

三
三
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

一
八
戸
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（第17166号）東 京 都 公 報令和2年8月31日（月曜日）５



令和2年8月31日（月曜日）東 京 都 公 報（第17166号） ６

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
二
十
五
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
一
般
都
営
住
宅
の
名
称
、
位
置
、
構
造
及
び
規
模
、
戸
数
、
使

用
料
並
び
に
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、

同
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17166号）東 京 都 公 報令和2年8月31日（月曜日）７
◉
東
京
都
告
示
第
千
百
二
十
六
号

次
の
都
営
改
良
住
宅
を
廃
止
し
た
の
で
、
東
京
都
営
住
宅
条
例

（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

構
造
及
び
規
模

戸

数

下
馬
ア
パ
ー
ト

（
５
号
棟
）

世
田
谷
区
下
馬
二
丁
目
三
十
三
番

中
層
耐
火

四
六
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

二
七
戸

同
右

同
右

同
右

六
三
・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

九
戸

下
馬
ア
パ
ー
ト

（
２７
号
棟
）

世
田
谷
区
下
馬
二
丁
目
四
十
番

同
右

五
二
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

一
〇
戸

同
右

同
右

同
右

五
九
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

二
〇
戸

下
馬
ア
パ
ー
ト

（
２８
号
棟
）

同
右

同
右

四
六
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

二
七
戸

同
右

同
右

同
右

六
三
・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

九
戸

西
巣
鴨
二
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
２３－

１
、
２３－

２
号
棟
）

豊
島
区
西
巣
鴨
二
丁
目
二
十
三
番

同
右

三
六
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

八
〇
戸

西
巣
鴨
二
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
２４－

１
号
棟
）

豊
島
区
西
巣
鴨
二
丁
目
二
十
四
番

同
右

三
六
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル

三
〇
戸

同
右

同
右

同
右

四
九
・
七
平
方
メ
ー
ト
ル

五
戸

西
巣
鴨
二
丁
目
ア
パ
ー
ト

同
右

同
右

三
六
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル

三
五
戸

名

称

位

置

構
造
及
び
規
模

戸

数

収
入
の
額
が
一
三
九
、
〇
〇
〇
円

を
超
え
一
五
八
、
〇
〇
〇
円
以
下

の
者
に
適
用
さ
れ
る
使
用
料
（
月

額
一
戸
に
つ
き
）

近
傍
同
種
の
住
宅
の

家
賃
（
月
額
一
戸
に

つ
き
）

平
井
三
丁
目
第
２
ア
パ
ー
ト

（
３
号
棟
）

江
戸
川
区
平
井
三
丁
目
四
番

高
層
耐
火

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

三
二
戸

三
〇
、
五
〇
〇
円

七
四
、
五
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

一
六
戸

三
五
、
六
〇
〇
円

八
六
、
九
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

八
戸

四
二
、
二
〇
〇
円

一
〇
三
、
〇
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

五
〇
、
七
〇
〇
円

一
二
三
、
五
〇
〇
円



令和2年8月31日（月曜日）東 京 都 公 報（第17166号） ８
◉
東
京
都
告
示
第
千
百
二
十
七
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
都

営
改
良
住
宅
の
使
用
料
を
、
同
条
例
第
三
条
第
二
項
及
び
第
七
十
一

条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
例
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定

に
基
づ
き
都
営
再
開
発
住
宅
の
使
用
料
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
、
令

和
二
年
九
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
同
条
例
第
三
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

（
２４－

２
号
棟
）

西
巣
鴨
二
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
２５－

１
号
棟
）

豊
島
区
西
巣
鴨
二
丁
目
二
十
五
番

同
右

四
二
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

二
一
戸

同
右

同
右

同
右

五
七
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

三
戸
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◉
東
京
都
告
示
第
千
百
二
十
八
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
駐
車
場
の
区
画
数
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

区
画
数

上
祖
師
谷
一
丁
目
ア
パ
ー

ト
駐
車
場

世
田
谷
区
上
祖
師
谷
一

丁
目
十
二
番

四
区
画

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
二
十
九
号

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
八
号
）
第
七
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
令
和
二
年
度
に
お
け
る
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の

額
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
三
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

瑞
穂
あ
き
る
野
八
王
子

二

変
更
の
区
間

福
生
市
武
蔵
野
台
二
丁
目
二
十
一
番
一
地
先
か

ら
同
市
大
字
福
生
七
百
七
十
三
番
十
三
地
先
ま

で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り



（第17166号）東 京 都 公 報令和2年8月31日（月曜日）１１



令和2年8月31日（月曜日）東 京 都 公 報（第17166号） １２



（第17166号）東 京 都 公 報令和2年8月31日（月曜日）１３
◉
東
京
都
告
示
第
千
百
三
十
一
号

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
元
町
港
港
湾

区
域
内
公
有
水
面
埋
立
て
に
係
る
埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
し
ゅ
ん

功
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

元
町
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

二

し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小
池

百
合
子

三

埋
立
区
域

㈠

位
置

大
島
町
元
町
地
先
の
元
町
港
港
湾
区
域
内
公
有
水
面

㈡

区
域

次
の
各
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び
⑧
の
地
点
と
①
の
地

点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

①
の
地
点

基
準
点
（
北
緯
三
四
度
四
五
分
〇
六
秒
六
一
、
東

経
一
三
九
度
二
一
分
〇
六
秒
二
五
）
か
ら
八
〇
度

三
〇
分
〇
一
秒
二
四
・
一
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

②
の
地
点

①
の
地
点
か
ら
二
度
五
二
分
四
三
秒
八
〇
・
一
三

メ
ー
ト
ル
の
地
点

③
の
地
点

②
の
地
点
か
ら
五
三
度
〇
八
分
三
一
秒
三
〇
・
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

④
の
地
点

③
の
地
点
か
ら
三
三
四
度
三
一
分
二
一
秒
八
二
・

四
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑤
の
地
点

④
の
地
点
か
ら
二
二
七
度
四
〇
分
〇
〇
秒
二
五
・

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑥
の
地
点

⑤
の
地
点
か
ら
一
八
三
度
〇
一
分
三
四
秒
一
三
〇

・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑦
の
地
点

⑥
の
地
点
か
ら
二
七
三
度
〇
〇
分
〇
六
秒
二
七
六

・
四
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑧
の
地
点

⑦
の
地
点
か
ら
一
八
二
度
五
三
分
一
四
秒
二
四
・

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㈢

面
積

一
二
、
七
八
三
・
七
七
平
方
メ
ー
ト
ル

四

埋
立
地
の
用
途

護
岸
用
地
、
道
路
用
地
、
駐
車
場
用
地
、
岸
壁
及
び
荷
さ
ば
き

地
用
地

五

埋
立
て
の
免
許
の
年
月
日
及
び
番
号

平
成
十
六
年
十
一
月
一
日

十
六
港
島
管
第
四
百
三
十
号

六

法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
市
町
村

大
島
町

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
三
十
二
号

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
有
水
面
の
埋
立
て
を
免
許
し
た
の
で
、
同

法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

免
許
年
月
日

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

二

埋
立
て
の
免
許
を
受
け
た
者

名
称

東
京
都

所
在
地

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

代
表
者
氏
名

東
京
都
知
事

小
池

百
合
子

代
表
者
住
所

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

三

埋
立
区
域

㈠

位
置

小
笠
原
村
母
島
字
静
沢
地
先
の
沖
港
港
湾
区
域
内
公
有
水
面

㈡

区
域

次
の
各
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び
⑥
の
地
点
と
①
の
地

点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

①
の
地
点

基
準
点
（
北
緯
二
六
度
三
八
分
一
九
秒
六
七
、
東

経
一
四
二
度
〇
九
分
三
三
秒
九
六
）
か
ら
二
三
二

度
五
〇
分
二
二
秒
四
二
・
〇
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

②
の
地
点

①
の
地
点
か
ら
一
三
〇
度
五
四
分
四
六
秒
一
八
・

七
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

③
の
地
点

②
の
地
点
か
ら
四
〇
度
四
〇
分
二
四
秒
〇
・
七
四

メ
ー
ト
ル
の
地
点

④
の
地
点

③
の
地
点
か
ら
一
三
〇
度
四
〇
分
二
四
秒
七
・
〇

三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑤
の
地
点

④
の
地
点
か
ら
二
二
〇
度
五
四
分
〇
六
秒
一
〇
・

二
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑥
の
地
点

⑤
の
地
点
か
ら
三
一
〇
度
五
四
分
〇
二
秒
二
五
・

七
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㈢

面
積

二
五
〇
・
三
三
平
方
メ
ー
ト
ル

四

埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

㈠

位
置

小
笠
原
村
母
島
字
静
沢
地
先
の
沖
港
港
湾
区
域
内
公
有
水
面

㈡

区
域

次
の
各
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び
⑥
の
地
点
と
①
の
地
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点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

①
の
地
点

基
準
点
（
北
緯
二
六
度
三
八
分
一
九
秒
六
七
、
東

経
一
四
二
度
〇
九
分
三
三
秒
九
六
）
か
ら
二
八
八

度
〇
四
分
一
一
秒
三
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

②
の
地
点

①
の
地
点
か
ら
一
三
〇
度
五
三
分
四
一
秒
三
四
・

〇
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

③
の
地
点

②
の
地
点
か
ら
二
二
〇
度
五
四
分
〇
二
秒
二
一
・

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

④
の
地
点

③
の
地
点
か
ら
一
三
〇
度
五
四
分
〇
二
秒
三
四
・

五
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑤
の
地
点

④
の
地
点
か
ら
二
二
〇
度
五
三
分
一
七
秒
四
九
・

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑥
の
地
点

⑤
の
地
点
か
ら
三
一
〇
度
五
三
分
四
九
秒
六
八
・

五
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㈢

面
積

四
、
〇
七
三
・
二
一
平
方
メ
ー
ト
ル

五

埋
立
地
の
用
途

ふ
頭
用
地

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
三
十
三
号

令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
五
百
六
十
一
号
（
道
路
交
通
法
第
百
十

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
手
数
料
の
徴
収
委
託
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一
の
表
中
株
式
会
社
上
北
沢
自
動
車
学
校
の
項
を
削
る
。

公

告

臨
海
副
都
心
進
出
事
業
者
公
募
の
応
募
受
付
終
了
に

つ
い
て

臨
海
副
都
心
進
出
事
業
者
公
募
要
項
【
有
明
南
Ｇ
１
区
画
】
及
び

同
公
募
要
項
【
有
明
南
Ｈ
区
画
】
（
い
ず
れ
も
令
和
二
年
一
月
発

行
）
に
基
づ
き
、
事
業
者
を
公
募
中
の
有
明
南
Ｇ
１
区
画
（
江
東
区

有
明
三
丁
目
一
番
十
七
）
及
び
有
明
南
Ｈ
区
画
（
江
東
区
有
明
三
丁

目
一
番
九
）
に
つ
い
て
、
一
事
業
者
か
ら
の
応
募
を
受
け
付
け
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
当
該
区
画
に
つ
い
て
は
次
の
期
日
で
応
募
受
付
を
終

了
す
る
も
の
と
し
、
同
日
ま
で
は
他
の
事
業
者
か
ら
の
応
募
を
受
け

付
け
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

応
募
受
付
終
了
期
日

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日

二

事
業
予
定
者
の
決
定
方
法

応
募
受
付
終
了
期
日
ま
で
に
応
募
を
受
け
付
け
た
全
て
の
事
業

者
を
対
象
に
審
査
を
行
い
、
事
業
予
定
者
を
決
定
す
る
。

三

公
募
の
詳
細

臨
海
副
都
心
進
出
事
業
者
公
募
要
項
【
有
明
南
Ｇ
１
区
画
】
及

び
同
公
募
要
項
【
有
明
南
Ｈ
区
画
】
（
い
ず
れ
も
令
和
二
年
一
月

発
行
）
を
参
照
の
こ
と
。

四

問
合
せ
先

東
京
都
港
湾
局
臨
海
開
発
部
誘
致
促
進
課
（
東
京
都
庁
第
二
本

庁
舎
九
階
中
央
）

電
話
〇
三
（
五
三
二
〇
）
五
五
八
三

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
試
験
の
実
施
に
つ

い
て

東
京
都
下
水
道
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
東
京
都
条
例
第
八
十
九

号
）
第
七
条
の
八
第
四
項
に
規
定
す
る
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
試
験
を
実
施
す
る
の
で
、
東
京
都
指
定
排
水
設
備
工
事
事
業
者

規
程
（
平
成
十
三
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
号
）
第
十
二

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
下
水
道
局
長

和
賀
井

克

夫

一

試
験
期
日

令
和
二
年
十
二
月
二
十
日
（
日
曜
日
）

二

試
験
会
場

青
山
学
院
大
学

渋
谷
区
渋
谷
四
丁
目
四
番
二
十
五
号

三

受
験
申
込
書
の
提
出
期
間
、
提
出
先
等

㈠

提
出
期
間

令
和
二
年
十
月
一
日
（
木
曜
日
）
か
ら
同
月
三
十
日
（
金
曜

日
）
ま
で
（
同
日
の
消
印
に
よ
る
も
の
ま
で
有
効
）

㈡

提
出
先

千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
六
番
二
号

東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

㈢

提
出
方
法

郵
送
に
よ
る
こ
と
。

四

受
験
手
数
料

六
千
円

五

受
験
申
込
書
等
の
配
布
に
つ
い
て

試
験
案
内
、
申
込
書
等
を
下
水
道
局
施
設
管
理
部
排
水
設
備
課
、

各
下
水
道
事
務
所
お
客
さ
ま
サ
ー
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